
 

○国立大学法人筑波大学の学長の任期に関する規則 

                                平成１８年９月１１日 

法 人 規 則 第 ４ ４ 号 

改正 令和 ２年法人規則第１０号   

 令和 ４年法人規則第１１号   

 

   国立大学法人筑波大学の学長の任期に関する規則 

 

 （目的） 

第１条 この法人規則は、国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則（平成１６

年法人規則第１号）第５条第２項の規定に基づき、国立大学法人筑波大学の学長（以下「学長」

という。）の任期について定めることを目的とする。 

 

 （任期） 

第２条 学長の任期は、国立大学法人筑波大学（以下「法人」という。）の運営における中期計画

の重要性に鑑み、その策定及び実施と連動させることを基本とし、その始期は中期計画期間開

始の１年前とする。 

２ 学長の任期は、３年とし、引き続き再任されることができる。 

 

 （学長が欠員となった場合の特例） 

第３条 学長が任期の途中で辞任するなど欠員が生じた場合、後任の学長の任期は、学長選考・

監察会議が、残任期間等を考慮し、改めて定めるものとする。 

 

 （この法人規則の実施及び解釈） 

第４条 この法人規則の実施及び解釈につき疑義があるときは、学長選考・監察会議が決定する。 

 

 （雑則） 

第５条 この法人規則に定めるもののほか、学長の任期に関し必要な事項は、学長選考・監察会

議の議を経て、別に法人の規則で定める。 

 

   附 則 

１ この法人規則は、平成１８年９月１１日から施行する。 

２ この法人規則の施行の際、現に学長である者にこの法人規則を適用する場合においては、第

２条第２項中「４年」とあるのは「３年」と読み替えるものとする。 

 

   附 則（令２．３．１８法人規則１０号） 

１ この法人規則は、令和２年４月１日から施行する。 
２ この法人規則施行の際、現に学長である者の任期は、この法人規則による改正後の第２条第

２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
 
   附 則（令４．１．２４法人規則１１号） 

 この法人規則は、令和４年４月１日から施行する。 


